
令和５年度　向粟崎小学校評価報告書
（自校の実態に応じた学校評価書） ①よくあてはまる

③あまりあてはまらない

重点
目標

主な具体的取組 現状 評価の観点 評価方法
実施状況の

達成度判断基準
評価 ① ○成果　　◆課題 　・改善策

主体的に取り組むことができるような課題の
設定を工夫している。〔努力目標〕

教職員アンケート

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が７５％以上
Ｃ：①＋②が６０％以上
Ｄ：①＋②が６０％未満

学習
Ａ

100%
29.4%

学習用語やキーワード等を用いて、課題に正
対したまとめを書かせる指導を行っている。
〔努力目標〕

教職員アンケート

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が７５％以上
Ｃ：①＋②が６０％以上
Ｄ：①＋②が６０％未満

学習
Ａ

94.1%
58.8%

課題に対して考えをもたせるための工夫をし
ている。〔努力指標〕

教職員アンケート

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が８０％以上
Ｃ：①＋②が７０％以上
Ｄ：①＋②が７０％未満

学習
Ａ

100%
41.2%

児童をかかわらせるための工夫をしている。
〔努力目標〕

教職員アンケート

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が８０％以上
Ｃ：①＋②が７０％以上
Ｄ：①＋②が７０％未満

学習
Ａ

94.1%
52.9%

授業を通して、できることが増えたり、考え
がより深くなったりした。

児童アンケート

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が７５％以上
Ｃ：①＋②が６０％以上
Ｄ：①＋②が６０％未満

学習
Ａ

92.2%
56.1%

児童が互いを認め合える具体的な取組をして
いる。〔努力目標〕

学級・教科経営案

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が８０％以上
Ｃ：①＋②が７０％以上
Ｄ：①＋②が７０％未満

生徒指導
Ａ

93.3%
27.0%

「心のアンケート」をもとに、子どもと自分
や友達のよさや頑張りについて話し合う時間
をもった。〔成果指標〕

保護者アンケート

Ａ：①＋②が８０％以上
Ｂ：①＋②が６５％以上
Ｃ：①＋②が５０％以上
Ｄ：①＋②が５０％未満

生徒指導
Ｂ

81.8%
18.2%

友達のよいところや頑張りを認めている。
〔成果指標〕

児童アンケート

Ａ：①＋②が８０％以上
Ｂ：①＋②が６５％以上
Ｃ：①＋②が５０％以上
Ｄ：①＋②が５０％未満

生徒指導
Ａ

85.1%
35.3%

友達から認めてもらっている。〔成果指標〕 児童アンケート

Ａ：①＋②が８０％以上
Ｂ：①＋②が６５％以上
Ｃ：①＋②が５０％以上
Ｄ：①＋②が５０％未満

生徒指導
Ｂ

75.7%
30.3%

友達や先生、地域の方へあいさつが定着する
ように指導した。〔努力指標〕

学級・教科経営案

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が８０％以上
Ｃ：①＋②が７０％以上
Ｄ：①＋②が７０％未満

生徒指導
・

特別活動
Ａ

100%

31.3%

子どもは家庭や地域で進んであいさつをして
いる〔成果指標〕

保護者アンケート

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が８０％以上
Ｃ：①＋②が７０％以上
Ｄ：①＋②が７０％未満

生徒指導
・

特別活動
Ｂ

83.8%

27.6%

先生、友達、地域の方へ自分から進んであい
さつができる〔成果指標〕

児童アンケート

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が８０％以上
Ｃ：①＋②が７０％以上
Ｄ：①＋②が７０％未満

生徒指導
・

特別活動
Ａ

86.3%

54.5%

児童が健康（生活プランニング）や安全に気
をつけて生活するための指導をした。〔努力
指標〕

教職員アンケート

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が８０％以上
Ｃ：①＋②が７０％以上
Ｄ：①＋②が７０％未満

保健安全
Ａ

100%
41.0%

子どもは学年の目標の時間に寝ている。〔成
果指標〕

保護者アンケート

Ａ：①＋②が９５％以上
Ｂ：①＋②が８５％以上
Ｃ：①＋②が７５％以上
Ｄ：①＋②が７５％未満

保健安全
73.3%

25.9%

学年の目標の時間に寝ている。〔成果指標〕 児童アンケート

Ａ：①＋②が９５％以上
Ｂ：①＋②が８５％以上
Ｃ：①＋②が７５％以上
Ｄ：①＋②が７５％未満

保健安全
Ｄ

69.0%
36.1%

地
域
と
の

連
携
・
協
働

地域人材の活用、地域
交流の活性化による教
育活動の充実と地域貢
献

開かれた教育課程の実
現のために、より一層
地域人材の活用・地域
交流を活発に行ってい
くとともに、学校の取
組や児童の様子を積極
的に発信していく必要
がある。

地域人材を活用した授業を行った。〔成果指
標〕
①：３回以上　　　②：２回
③：１回　　　　　④：０回

教職員アンケート

Ａ：①＋②が８０％以上
Ｂ：①＋②が６５％以上
Ｃ：①＋②が５０％以上
Ｄ：①＋②が５０％未満

教務
Ａ

83.3%

各学年
平均3回

○各学年で計画的に地域人材を活用した授業づ
くりをすることができた。また、その成果とし
て、児童にとっても大変有意義な学習ができ
た。
◆恒例行事としてＧＴを招いていることがほと
んどで、活動のねらいに合わせたよりよい教育
活動の検討が十分になされていない。
・カリキュラム編成時に活動の見直しを行う。

働
き
方
改
革

業務の適正化を図ると
ともに、「ノー残業
デー」の具現化を図る

月によっては超過勤務
時間が８０時間を越え
る職員もいる。

ノー残業デーには、特別な場合を除き、６時
を目処に業務を終了した。〔成果指標〕
①毎週　　　　　②月２回程度
③月１回程度　　④できなかった

勤務時間記録

Ａ：①＋②が８０％以上
Ｂ：①＋②が６５％以上
Ｃ：①＋②が５０％以上
Ｄ：①＋②が５０％未満

教頭
Ｂ

78.9%
52.6%

○昨年度同時期と比較し、大きく改善できてい
る。教職員の半数以上が①と回答しており、定
時退庁日の意識が大きく向上した。
○全教職員が集まって行う会議の時間を短くす
る工夫や、取組の精選、会議資料や配布物の
データ化を少しずつ推進することで、時間外勤
務時間を減らすことができた。
◆時間外勤務時間が多い職員が依然として固定
化している。
・SSSや支援員の勤務時間の工夫や業務整理､調
整をすることで、さらなる有効活用を図る。

児童が互いを認め合う
温かい学級づくり

豊
か
な
心
の
育
成

②あてはまる
④まったくあてはまらない

学
力
の
向
上

自ら考え、学び合う児
童の育成

思いや考えを伝えよう
とする気持ちをもちな
がら、根拠を明らかに
して自分の考えを説明
したり、自分の考えと
友達の考えを比べたり
しながらかかわり合っ
て学ぶ姿が求められ
る。

〇教材研究の際に、児童が主体的に取り組むこ
とができるような課題の設定の工夫を意識的に
行うことができた。また、学年会シートに記録
し、振り返ることができた。
○児童に考えをもたせる場面やかかわらせる場
面でICTを積極的に活用できた。1人１台端末で
他者参照したり、考えを共有したりすることが
できた。
◆考えを共有することはできているが、それを
もとに授業を練り上げ、学習を深めることには
まだ課題が見られる。
◆学習用語は定着してきたものの、問いの意図
を正しく理解し、説明に必要な用語や内容を用
いてまとめる力はまだ十分とは言えない。
・かかわり合う場面で、児童の発言を明確にし
たり他の児童に広めたりする働きかけを共通実
践として継続して行う。
・板書等からキーワードを見つけ、児童自らが
課題に対して正対したまとめを書くことができ
るよう、日々の授業で指導を継続するととも
に、再思考する場を設ける。

お互いのよさやがんば
りを認め合う雰囲気は
あるが、児童の自己有
用感の高まりまでには
つながっていない。

〇教員は年間を通して、児童が互いを認め合え
る取組を意識して行った。友達の頑張りを認め
ることができたと感じている児童の割合が８割
以上を維持できた。
◆学校全体での取組は年間２回の実施であり、
各クラスで行える取組を共通実践として行って
いくことができなかった。
・児童の実態や発達段階に応じた、クラスや学
年毎でできる取組を提案し、実施していく。保
護者には、家に持ち帰ってのアンケート時に子
供と向き合い、自分や友達のよさについて親子
で話し合う時間を設けてもらえるようお知らせ
等で働きかけていく。

場をとらえた「あいさ
つ」指導の実施

あいさつには個人差が
大きく、来校者や地域
の方へのあいさつはま
だできない児童も多
い。

〇年間を通して、挨拶が定着するように大切さ
を児童に指導できた。
◆自分から挨拶ができる児童はなかなか増えて
いかない。児童は「自分から」ができていない
と感じている割合が15％程である。保護者も同
様の点が17％程である。
・学校では取組等を通して「自分から」挨拶を
することの大切さを実感させらるよう段階的に
啓発・指導していく。保護者にも取組について
学校便りやHP等で発信し、家庭や地域でも自分
から挨拶ができるよう声かけしてもらうための
働きかけをしていく。

「早寝・早起き・朝ご
はん」の育成を通した
基本的生活習慣の確立

家庭への理解を図りな
がら、早寝、早起きの
基本的な生活習慣の定
着により、目標の時刻
までに寝ることができ
る児童を、より一層増
やしていく必要があ
る。

〇生活プランニング実施期間中は、子どもたち
も保護者も意識して取り組んでいた。
◆実施期間が終わると、守れない児童がいる。
・取組の期間だけでなく、定期的に声かけをし
て意識付けしていく。
・寝る時刻というのは布団に入った時刻のこと
だということを確認する。

学校評議員による意見

・どのクラスも活発に活動していた。先生も子供たちの活動に一緒に入り込んで、共に考えているという雰囲気があった。
・わかりやすい授業づくりをしているのが感じられた。
・電子黒板、クロムブックをよく活用している。子供たちもよく操作をしていて、使い慣れている様子が感じられた。
・いろいろな職業の中心になれるような人材に育ててほしい。夢をもたせて、それに向かって頑張ってほしいと願っている。
・「今日は何があった。」と学校であったことをよく話してくれる。子供たちが元気に活動しているのがなによりよい。
・１年生もずいぶん落ち着いて学習に取り組んでいる。よい雰囲気ができている。
・学校保健委員会で姿勢の話を聞き、よかったと感じた。睡眠時間についても、外部の講師を招いて話を聴く場を設定するなど、取組ができたらよいと思っ
た。
・地震の際に感じたことだが、もし平日などに災害が起こって、子供の安否を確認したり家に遊びに来た子の保護者に連絡したりする際、連絡の手段がない。
もう少し、つながりがあってもよいのではと感じた。
・ホームページでの情報発信が定着してきたおかげで、学校の様子がよくわかるようになってきた。テトルも、情報をすぐに確認できてたいへん有効である。
・大地震により、内灘町も大変な被害に遭ったこと、学校が避難所となったことなどにより、先生方も大変ご苦労をされている。先生が元気であることが子供
にとっても大事なことであり、無理をしないで、これからも向粟崎小学校の子供たちのためにがんばってほしい。

健
康
と
安
全
・
安
心
で
健
や
か

な
教
育
の
充
実


